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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年9月13日(2012.9.13)

【公開番号】特開2012-128438(P2012-128438A)
【公開日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-026
【出願番号】特願2012-21430(P2012-21430)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/16     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｆ２１Ｖ   9/16    １００　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３００　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月27日(2012.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１記載の発明は、光源装置であって、第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、上
記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、１周期中
において上記光源光発生手段及び上記第２の光源で発生する各光源光を生じさせ、且つ当
該各光源光の発生タイミングを調整可能に上記第１及び第２の各光源の駆動タイミングを
制御する光源制御手段とを具備し、上記光源制御手段は、上記第２の光源の少なくとも１
つの発光期間を、上記１周期中において上記時分割で複数色を切り替える境界のタイミン
グに対応する位相を含む期間とするとともに、上記第２の光源の発光期間中は、上記第１
の光源の発光を停止させるように制御することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記光源光発生手段は、上
記第１の光源の発光を用いて上記第１の波長帯域及び上記第２の波長帯域とは異なる第３
の波長帯域の光源光を発生するカラーホイールであることを特徴とする。
　請求項３記載の発明は、上記請求項１又は２記載の発明において、上記光源光発生手段
は、少なくとも上記第１の光源を励起光として緑色波長帯域を発生する蛍光体層と、上記
第１の光源を拡散透過する拡散層とが周方向に並設されてなるカラーホイールであること
を特徴とする。
　請求項４記載の発明は、上記請求項１乃至３いずれか記載の発明において、上記光源制
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御手段の制御条件の異なるカラーモードを、少なくとも２つ以上備え、切り替えることを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５記載の発明は、上記請求項４記載の発明において、上記カラーモードは、上記
光源光発生手段及び上記第２の光源によって発生する光源光の１周期中における発光期間
比率が異なる２つのカラーモードを含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項６記載の発明は、上記請求項１乃至５いずれか記載の発明において、上記光源制
御手段は、上記光源光発生手段で発生する複数色の光源光の少なくとも１つの発生期間と
、上記第２の光源の発光による光源光の発光期間を部分的に重複させて混色した光源光を
発生するように制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項７記載の発明は、上記請求項６記載の発明において、上記光源制御手段は、上記
第２の光源が単独で発光する期間と上記第１及び第２の光源がともに発光して混色した光
源光を発生する期間とを時間的に離間するように上記第１及び第２の各光源の駆動タイミ
ングを制御することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項８記載の発明は、上記請求項１乃至７いずれか記載の発明において、上記第１の
光源は、青色波長帯域光のレーザ光を発光するレーザ光源であることを特徴とする。
　請求項９記載の発明は、上記請求項１乃至８いずれか記載の発明において、上記第２の
光源は、赤色波長帯域光を発光する発光ダイオード又はレーザ光源であることを特徴とす
る。
　請求項１０記載の発明は、投影装置であって、請求項１乃至９いずれか記載の光源装置
と、画像信号を入力する入力手段と、上記光源制御手段での制御に基づいて出射される光
源光を用い、上記入力手段で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影す
る投影手段とを具備することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　請求項１１記載の発明は、投影方法であって、第１の波長帯域で発光する第１の光源、
上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生部、上記第
１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源、画像信号を入力
する入力部、光源光を用い、上記入力部で入力する画像信号に対応したカラーの光像を形
成して投影する投影部を備えた投影装置での投影方法であって、１周期中において上記光
源光発生部及び上記第２の光源で発生する各光源光を生じさせ、且つ当該各光源光の発生
タイミングを調整可能に上記第１及び第２の各光源の駆動タイミングを制御する光源制御
工程を有し、上記光源制御工程は、上記第２の光源の少なくとも１つの発光期間を、上記
１周期中において上記時分割で複数色を切り替える境界のタイミングに対応する位相を含
む期間とするとともに、上記第２の光源の発光期間中は、上記第１の光源の発光を停止さ
せるように制御することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源と、
　上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色の光源光を発生する光源光発生手段と、
　上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源光を発生する第２の光源と、
　１周期中において上記光源光発生手段及び上記第２の光源で発生する各光源光を生じさ
せ、且つ当該各光源光の発生タイミングを調整可能に上記第１及び第２の各光源の駆動タ
イミングを制御する光源制御手段と
を具備し、
　上記光源制御手段は、上記第２の光源の少なくとも１つの発光期間を、上記１周期中に
おいて上記時分割で複数色を切り替える境界のタイミングに対応する位相を含む期間とす
るとともに、上記第２の光源の発光期間中は、上記第１の光源の発光を停止させるように
制御することを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　上記光源光発生手段は、上記第１の光源の発光を用いて上記第１の波長帯域及び上記第
２の波長帯域とは異なる第３の波長帯域の光源光を発生するカラーホイールであることを
特徴とする請求項１記載の光源装置。
【請求項３】
　上記光源光発生手段は、少なくとも上記第１の光源を励起光として緑色波長帯域を発生
する蛍光体層と、上記第１の光源を拡散透過する拡散層とが周方向に並設されてなるカラ
ーホイールであることを特徴とする請求項１又は２記載光源装置。
【請求項４】
　上記光源制御手段の制御条件の異なるカラーモードを、少なくとも２つ以上備え、切り
替えることを特徴とする請求項１乃至３いずれか記載の光源装置。
【請求項５】
　上記カラーモードは、上記光源光発生手段及び上記第２の光源によって発生する光源光
の１周期中における発光期間比率が異なる２つのカラーモードを含むことを特徴とする請
求項４記載の光源装置。
【請求項６】
　上記光源制御手段は、上記光源光発生手段で発生する複数色の光源光の少なくとも１つ
の発生期間と、上記第２の光源の発光による光源光の発光期間を部分的に重複させて混色
した光源光を発生するように制御することを特徴とする請求項１乃至５いずれか記載の光
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源装置。
【請求項７】
　上記光源制御手段は、上記第２の光源が単独で発光する期間と上記第１及び第２の光源
がともに発光して混色した光源光を発生する期間とを時間的に離間するように上記第１及
び第２の各光源の駆動タイミングを制御することを特徴とする請求項６記載の光源装置。
【請求項８】
　上記第１の光源は、青色波長帯域光のレーザ光を発光するレーザ光源であることを特徴
とする請求項１乃至７いずれか記載の光源装置。
【請求項９】
　上記第２の光源は、赤色波長帯域光を発光する発光ダイオード又はレーザ光源であるこ
とを特徴とする請求項１乃至８いずれか記載の光源装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９いずれか記載の光源装置と、
　画像信号を入力する入力手段と、
　上記光源制御手段での制御に基づいて出射される光源光を用い、上記入力手段で入力す
る画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影手段と
を具備することを特徴とする投影装置。
【請求項１１】
　第１の波長帯域で発光する第１の光源、上記第１の光源の発光を用いて時分割で複数色
の光源光を発生する光源光発生部、上記第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域の光源
光を発生する第２の光源、画像信号を入力する入力部、光源光を用い、上記入力部で入力
する画像信号に対応したカラーの光像を形成して投影する投影部を備えた投影装置での投
影方法であって、
　１周期中において上記光源光発生部及び上記第２の光源で発生する各光源光を生じさせ
、且つ当該各光源光の発生タイミングを調整可能に上記第１及び第２の各光源の駆動タイ
ミングを制御する光源制御工程を有し、
　上記光源制御工程は、上記第２の光源の少なくとも１つの発光期間を、上記１周期中に
おいて上記時分割で複数色を切り替える境界のタイミングに対応する位相を含む期間とす
るとともに、上記第２の光源の発光期間中は、上記第１の光源の発光を停止させるように
制御することを特徴とする投影方法。
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